原病學各論--亞爾蔑聯斯の講義録(第19編) by 松隂 宏 et al.
三重県立看護大学紀要， 7， 21 "'-'29. 2003. 
原病撃各論
一一亜爾蔑聯斯の講義録一一一 第19編
On Particular Pathology 
A Lecture on Ermerins一一一 (19) 
松陰 宏*1 近藤陽一*2 松陰 崇キ 3 松陰金子*4
[要約]明治 9 (1876)年1月に 大阪で発行された オランダ医師エルメレンス (ChristianJacob Ermerins: 
亜爾蔑聯斯または越が蔑噂斯と記す， 1841-1879) による講義録 『原病皐各論 巻七Jの原文の一部を紹介し，
その全現代語訳文と解説を加え 現代医学と比較検討し また 一部では，歴史的変選，時代背景についても言
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(Folliculi lymphatici solitari od noduli) ~の旧名で，
『撒布腺』ともいう I横族腺」は『集合リンパ小節
















で，バイエル板 (Peyer's plaques) ともいう.パイエ
挟(詩吟
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jレ(Johann Konrad Peyer: 1653-1712)はスイス
の解剖学者，物理学者である.また， i腸腺Jは『腸陰
寵 (Crypts) :リーベルキューン線(Lieberkuhn's 
glands) ~を指し， i腸間膜線j は『腸間膜リンパ節』






































































































phosphate) : Mg (NH3) P04 ・ 6H20~ を指している























































































り， i窒扶斯j は『チフス (Typhoidfever) ~の， i虎
列刺」は『コレラ (Cholera)~の当て字である.また，
「肺努」は『慢性肺疾患』の総称で，その中には，肺結
核症などを含んでいる 5) ここで， i腐蝕薬」とは，皮
膚や粘膜に形態学的な変化を起こす薬物を指し， これ
には強酸類，アルカリ類，金属類などが含まれる.
また， i吐酒石」は， WEmetic tartar: KOOC (CHOH) 2 
COO (SbO) ・ 1/2H20~ を指し， これには，催吐性が
ある 7) また， i昇末」は『塩化第一水銀 (HgC12)~で
あり，これは殺菌剤として使用された.
また， ここで， i厳重華(ホウセイ)Jの「蔽」は『砲』
の古宇で， ここでは， W砲声』を指す. また， i老弱
(ロウジャク )J は『老若(ロウニャク，ロウジャク)~





























































































salep : ( Orchis， Europhiaなどの種類がある)~を乾
燥したものが使用され，デンフン質に富み，包摂剤とし
て使用された 12，13) この包摂剤とは 腸管粘膜を被包
して，直接的刺激を軽減する薬剤一般を指す9)また，
「鶏粉」はスイレン科植物の『ハス (Nelurnbonucifera) ~ 
の根の粉末である， W蓮根の粉』を意味し，主に蓮根か
ら採れるデンプンを指している.また 「塩酸里没奈窪」
は， W塩酸リモナーデ (Limonada hydrochlorica) ~ 
の当て字で， これは，希塩酸 5ml，単シロップP80ml
に，常水を加えて1000mlとした混合水薬である川.










れる 14，22) また， i舎電阿芙蓉液」は『シデナム阿片液
(アヘン酒)~の当て字で， これは，アヘン16容，サフ
ラン6容， 丁字末 1容， 桂枝末 1容およびアルコール
150容からなり，鎮静剤，鎮痛剤として使用されたシ





14 同. この中で， iサフラン」は，アヤメ科植物の『サ
フラン (Crocussativus) ~の柱頭で 苦味薬，食品着
色料などとして利用される川 i丁字末Jはフトモモ科


























たほ 22) また， i明磐(ミョウバン)Jは『塩基性硫酸






「ラJは， wドラム (dram) ;ドラクマ(達刺屈末)と
同じ』の当て字で， 1ドラムは60グレーン(約3.888
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